
                                                                                            

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

感染者増加のコロナ禍の下、今年度も 101名の会員書面表決で事業計画、予算などの承認を得る

ことができ、事務局理事の増員も導入され、新体制のスタートが切られました。 

事務局には新たに嶋隆、大草淳一、大津道雄各理事が、新理事には、八代良廣、山口安男、 

中村克己、三武裕介、山口昌男、生方美奈子の各氏が就任されました。コロナ後を見据えた運営な

どに期待が寄せられるところです。市川知代副会長、蔵本ふじ子理事は退任、感謝申し上げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秦パ交流記 

マセラさんのバースデイパ

ーティーを開いたところ、彼女

は大きなバースデイケーキを

抱えるようにして「これは私の

ものだから、さわっちゃダメ

ヨ!」と冗談混じりに言ったも

のだから、みんなで大笑い! 

あの“ビッグママ”のマセラ

さんが 99 歳の誕生日をお元気

で迎えられました。 

また、会いましょう。 

(飯塚雄三)

 

 

 

 

  
シェリーさん、ジェイミーさんの娘 

さん方家族に囲まれるマセラさん 

   

月      事業及び役員会 月 事業及び役員会 

４ 
・上小学校英語教育支援事業(通年) 

・定期総会(書面開催) 
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・第 41回秦野市市民の日参加(3日)中止 

・インターナショナルフェスティバル参

加(6日)中止 ５ ・第１回三役及び部会長会議(中旬) 

７ ・第 1回役員会(上旬) 12 ・姉妹校作品発送(上旬) 

９ 

・パサデナ月間事業(１日～30日) 

・中学生英語スピーチコンテスト(19日) 

・情報誌『Howdy』第 24号発行(29日) 
１ 

・秦野市青少年訪問団パサデナ市派遣事 

業(4日～10日)中止 

・国際交流フェスティバル参加(30日) 

 延期予定  
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・青少年交流促進事業スカイプキャンプ 

 (22日～23日)中止 代替案を実施予定 

・第 2回役員会 延期 

２ ・第 3回役員会(中旬) 

３ ・情報誌『Howdy』第 25号発行(31日) 

 

 

 

 

  

未定の事業 ・視察研修事業  

 

総会報告 

 

  6月初旬、友人から送られて 

きたマセラ・ハリスさんのバー 

スデイパーティーの写真を見て 

ハッと思い出しました。 

 30数年前の 5月、我が家は 

初めてホストファミリーとし 

て、ハリス一家 4人を迎える 

ことに。初対面で言葉は通じず、 

身振り手振りで四苦八苦。間違 

えるとお互いに大笑い! 掘りご 

たつの中に足が 10数本。「何だ、 

これは」と大騒ぎ。文化の違いに 

まさにカルチャーショック! 

           様々なイベントが制限される中、秦野市とパサデナ市との交流や活動の

様子をさらに多くの人々に知っていただきたいという強い思いが、会員一 

人ひとりを動かし、『Howdy』24 号を完成することができました。今号で

は、改めて姉妹都市パサデナ市がどんなところかを知ってもらえるような記事や、今まで歩ん

できた活動をまとめた動画を QRコードにするなど、新たな取り組みにも挑戦してみました。 

立ち止まるのではなく、前に進んでいくことを大切にしていきたいです。   (上村一行)        

   

 

(担当 田中節子 佐野幸恵) 


